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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、多言語多文化状況の実態の特徴を調査し、それに対応する言語教育
のあり方を工夫し、カリキュラムの再編成、言語教育の枠組の再構築を検討し、その学習に従事できる多様な知
識と技能を持った（言語）教師を育成する意義と可能性について検討し、多言語多文化状況に対応する多機能教
師の育成を提案することにあった。しかし、新型コロナ感染症の拡大により十分な研究はできなかった。できた
ことは、オンラインでのアンケート調査、広く意見を聞くこと、必要なデータの収集・分析、最終年度の2回を
含んだ海外調査であり、検証をまとめるまでには至らなかった。それでも可能な範囲で多機能教師教育の可能性
は示唆できたと言える。

研究成果の概要（英文）：The present study initially aimed to do research on the characteristics of 
the current multilingual and multicultural situations, develop language education for them, realign 
the curriculum, consider the reconstruction of the language education framework, and propose some 
ideas for better teacher education to cultivate an integrated multifunctional teacher (IMT) for 
plurilingual and pluricultural education. However, due to COVID-19, the research has not been 
conducted well. What has been achieved is online questionnaire survey, gathering comments and 
opinions from teachers, collecting and analyzing some necessary data, and overseas fieldwork 
including visiting several countries in Europe and Asia. The study could not be completed as a 
result. Nevertheless, there could be at least a potential that an IMT is worth being developed.

研究分野： CLIL (内容と言語を統合した学習）

キーワード： CLIL　多言語多文化　教員養成　英語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル化する社会において教師の役割が多様化し、これまでのカリキュラムに則った各教科に特化した養成
システムは、統合的で柔軟な教師の役割を活性化し、単に知識や技能を学ぶだけではなく、知識や技能を効果的
に活用する思考や工夫を促し、能動的で挑戦的な人材の育成を支援する教師の養成にシフトする必要がある。多
機能教師(IMT)はそのような実利的な面を強調する。多機能教師(IMT)は、現在の初等中等教育の教員養成課程の
枠組では対応していないが、多言語多文化状況での教師は必然的にそのような要素が必要になっていると考え
る。本研究は、多機能教師(IMT)の育成について実践的にその可能性を検討した点に意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 

１） 本研究の目的を遂行するためには、１）グローバル化する世界(the globalized world)、２）

英語を中心とする言語教育事情(English as a global language)、３）多言語多文化状況

(multilingual and multicultural societies)、それと対比される、４）日本における学校教育の動

向及びそれと連動する教員養成や研修(Japanese domestic educational contexts)などについて、

その背景にある文脈を理解しておく必要がある。 

２） 本研究は、以上の４点について議論し的確に理解した上で進める必要がある。たとえば、

教師という役割は、英語で言えば「teacher（教える人）」であり、それぞれの社会的文化的

背景の違いの中で多様に変化するが、日本と較べると欧米などではその仕事内容はシンプ

ルに「ある学習内容を教える」ということであるが、日本では「指導者、導く人」であり

仕事の幅が広い。PISA（Programme for International Student Assessment: 生徒の学習到達度

調査）(2013)や TALIS（Teaching and Learning International Survey: 国際教員指導環境調査）

(2018)の調査でも明らかになったように、日本の教師の労働時間は世界と較べて最長であ

る。その職域は必ずしも授業にだけその時間を割いているわけではないことは明らかであ

る。その理由の一つが、日本の教師の役割が「教える」内容の幅が広く想定されているこ

とにあると考えられる。他国と較べて、学校行事（体育祭、文化祭、修学旅行など）、生活

指導、進路指導、部活動など、授業以外の仕事が多く、業務が複雑であり、相当の時間と

労力を強いられる。背景にはこれまでの学校文化の伝統がある。このような日本の特異な

事情による暗黙の複雑な教師の職能範囲が、国際的な比較調査では表れにくい実態を示し

ているが、そのような現実を把握しながら、多機能教師(IMT)の養成と研修の仕組みを検

討する必要があると考えている。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、英語教育の視点から、多言語多文化状況に対応する多機能(複言語と複文化を

扱う)教師の教員養成と研修の枠組を構築することにある。本研究では、その意味から多機能教

師(IMT)を次のように定義している。 

 

多機能教師(IMT)とは、日本語や英語などいくつかの言語を教え学ぶことに携わる教師で、かつ、

専門分野や教科などの学ぶ内容と関連した学習者のニーズや特性に応じて多様に柔軟に対応す

る思考と統合的な学習を支援する教師である 

The Integrated Multifunctional Teacher (IMT) is a language teacher who teaches and learns some languages, 

such as Japanese and English, and promotes cognition and integrated learning on learners’ needs and 

properties regarding their fields of study or content subjects in a diverse and flexible way. 

 

グローバル化する社会において教師の役割が多様化し、これまでのようなカリキュラムに則っ

た各教科に特化した養成システムは、統合的で柔軟な教師の役割を活性化し、単に知識や技能を

学ぶだけではなく、知識や技能を効果的に活用する思考や工夫を促し、能動的で挑戦的な人材の

育成を支援する教師の養成にシフトする必要がある。IMTは、教育基本法第一条が規定する「教



育は、人格の完成を目指し」という文言にある精神的な教師の専門性とは異なり、実利的な面を

強調する。このような教師は、現在の初等中等教育の教員養成課程の枠組では対応していないが、

多言語多文化状況での教師は必然的にそのような要素が必要になってきていると考える。本研

究では、ここに掲げる定義の多機能教師(IMT)について、実践的にその可能性を検討する。 

 

３．研究の方法 

 

本研究の目的である多言語多文化状況に対応する多機能教師(IMT)の養成と研修の枠組の構築に

おいて、まず、その背景として、１）グローバル化する世界、２）英語を中心とする言語教育事

情、３）多言語多文化状況、４）日本における学校教育の動向及びそれと連動する教員養成や研

修、という４点について検討した。次に本研究の先行研究をもとに、多機能教師(IMT)の１０の

スタンダードを設定した。 

 

IMT 1：言語を教え学ぶ知識と技能 

IMT 2：言語を教え学ぶ授業運営の知識と技能 

IMT 3：学ぶ内容の目標の明確化＋学習者ニーズ・特性 

IMT 4：学ぶ内容＋学習者ニーズ・特性に沿ったカリキュラム設計と評価 

IMT 5：言語を教え学ぶことと学ぶ内容＋学習者ニーズ・特性の支援 

IMT 6：思考と統合的な学習のディスコースコミュニティの理解 

IMT 7：言語を教え学ぶことの理解と思考と統合的な学習の専門性 

IMT 8：言語使用のジャンル（場面や社会文化など）に対する理解 

IMT 9：初等教育から高等教育まで系統的な思考と統合的な学習の理解 

IMT 10：思考と統合的な学習の評価測定方法に関する知識と技能 

 

本研究は、このスタンダードを可能な限り事実や経験などのデータの蓄積をもとに検証し、実現

可能な養成と研修のあり方を提案することを目標として設定している。その際、CLILの知見が

有効に働くことが予想されるので、CLILの統合学習の理念を生かし、さらに、内容と言語だけ

ではなく、言語や文化の多機能性も考慮しながら、より多様で柔軟でダイナミックな要素を CLIL

の理念に取り入れて検討することにする。 

 

４．研究成果 

 

研究成果は提言としてまとめ、海外への発信も視野に、日本に限らず国際的な未来の教育に対応

する多言語多文化状況に対応する多機能教師(TM)の教員養成と研修の可能性について指針を策

定し、最終的に事例をもとに実践的モデルを提示する予定であった。しかし、新型コロナ感染パ

ンデミックにより後半の２年間計画したことのすべてがほぼできなくなってしまった。まとめ

としては、その研究の調査の記録だけをここに集録し、今後の研究の資料としたい。なお、研究

に関してオンラインでの可能性も追求したが、やはり教育は対面が基本であり、対面あってのオ

ンラインであると思う。特に本研究の趣旨は当初からフィールドワークを基盤とした調査であ

り、それ無くしては完結できないと考えている。調査結果が不十分となったことは残念であるが、



今後の調査研究につなげていきたい。詳細は、研究成果報告書 『多言語多文化に対応する多機

能教師教育の可能性: 英語教育の視点から Integrated Multifunctional Teacher (IMT) Education for 

Plurilingual and Pluricultural Education:A View from English Language Teaching (ELT) 』

https://x.gd/jV2wa 参照 
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